
総合デザイン工学科 研究室紹介

空間デザイン研究室（駒田教授・学科長） ・・・P１
建築デザイン／地域／景観／街づくり／コミュニティ／公共

プロダクトデザイン研究室(江本教授) ・・・P2
工業デザイン／サステイナブルデザイン／デザイン思考／デザイン論

情報メディアシステム研究室（伊佐准教授) ・・・P3
通信方式／変復調／信号処理／量子計算理論／量子情報

環境・都市デザイン、ランドスケープ・アーキテクチュア研究室
（杉浦准教授） ・・・P４
環境共生持続型都市／都市再編•地域再生 ／産業空間の都市機能への再編

人間情報科学研究室(赤間助教) ・・・P5
デザイン／ヒトに寄り添ったモノづくり

環境デザイン研究室(稲見助教) ・・・P6
都市計画・都市デザイン／都市景観・地域景観／人・モノ・環境／Art ＆ Design

構造腐食研究室(山中助教) ・・・P7
腐食／疲労／労働安全衛生／地域活性

クリエイティブ・コーディング／ライブ・コーディング研究室
(田所准教授) ・・・作成中
コーディング／アルゴリズム、手続的思考／フリーカルチャー



空 間 デ ザ イ ン 研 究 室

研究キーワード
建築デザイン／地域／景観／街づくり／コミュニティ／公共

駒田研究室では建築を軸に広く空間の在り方を考察し、これからの社会の姿とそれを支える建築の新し

いカタチについて研究します。

建築を考えることは、モノについて考えることであり、人について考えることであり、コミュニティに

ついて考えることであり、環境について考えることであり、社会について考えることであり、歴史につ

いて考えることであり、未来について考えることでもあります。つまり私たちが「世界」や「存在」と

呼ぶものを遍く考えることだと思っています。そして建築をデザインするとは「世界」や「存在」を僕

たちの手で切り開く行為です。私は人にとってこれほど根源的な営為はないと信じ、建築家になること

を目指しました。皆さんにもぜひ建築をデザインする道に進んでもらいたいと思います。

右「西葛西APARTMENTS 」左「西葛西APARTMENTS-2」設計：駒田剛司・駒田由香駒田建築設計事務所

駒田剛司研究室
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プロダクトデザイン研究室

社会が求めている大きな変革のために、デザインコンセプトの創案から具現化
までを専門とするプロダクトデザイナーとして、モノのデザインに留まらず、サー
ビスやシステムと一体となった提案を研究しています。

工業デザイン／サステイナブルデザイン／デザイン思考／デザイン論

今、モノづくりの現場だけでなく、企業経営や行政など様々な分野でデザインの
開発プロセスを応用した考え方＝「デザイン思考」が生かされています。未来をつ
くるために、プロダクトデザインを学ぶことから始めませんか!!

連絡先

emoto@maebashi-it.ac.jp

 持続可能な社会を実現するためにシステムやサービスと統合されたデザインを
研究します。

 日常生活の移動に困っている人々のために、モビリティのデザインでも新たな
アイディアが求められています。

 3D-CAD、3Dプリンター等、最新のモノづくりテクノロジーを活用してプロト
タイプを製作します。

情報メディアシステム研究室情報メディアシステム研究室

研究室名

主な研究内容と目指す将来像

研究キーワード

研究の魅力・面白さ

受験生へのメッセージ
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情報メディアシステム研究室

自然現象や通信，制御，音響などの工学的な問題についてのコ
ンピュ－タ－・シミュレ－ションによる研究とその結果をＣＧやアニメ－
ションとして可視化することを主な研究テーマとしています。また，械
学習を用いた三次元物体の識別等の研究もテーマの一つです。

・音声が自律神経系に与える影響とストレスの関係
・距離センサーと画像による魚の三次元的認識について
・生物進化のシミュレーションとその可視化

研究室名

研究を通じて，多様な分野の知識や考え方を身に着けることができ
ます。さらに，自らの感性を生かした独創的な研究ができます。
世の中のことに幅広い興味を持ち，感性豊かな人を歓迎します! 

isa@maebashi-it.ac.jp

✔制御工学は自動車の自動運転等で今後の発展が大きく期待さ
れている分野です。

✔様々なシミュレーションの結果を自分の感性による独創的なCG
やアニメーションで表現することができます。下の画像はその一例
です。

✔機械学習による画像認識は様々な問題に適用することができます。

主な研究内容

研究の面白さ

研究テーマの例

受験生への言葉

連絡先
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環境・都市デザイン、ランドスケープ・アーキテクチュア研究室

環境と人の相互連鎖のなかでどのように生存の場を獲得し、そ
の集積としての都市を創造し、多様な関係性を保ち維持していけ
るのか？という人類の根源な主題とむきあい、先達の思想や社会
背景や現代的課題等を踏まえ、実践的な立場から研究します。

研究を通じて、地域や社会やより良い環境創造に貢献することができ
ます！デザインや社会に対する幅広い興味と課題意識等を持ってい
ることを期待します ! 

連絡先 sugiura@maebashi-it.ac.jp

✔環境にあった都市や地域のあり様を研究することは、普遍的かつ今
後も世界的に求められている分野です。

環境共生持続型都市／都市再編・地域再生／産業空間の都市機
能への再編

✔実際の地域や敷地を対象とすることにより、実践的な研究や計画•
設計に挑戦することが可能です。やる気次第では、海外研究機関と共同
研究を行うこともできます。
✔研究の課題は自分の身の回りの地域や都市や自然との関係にも見
いだせます。

研究室名

主な研究内容と目指す将来像

研究キーワード

研究の魅力・面白さ

受験生へのメッセージ
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環境デザイン研究室

当研究室では、建築や都市・まちづくり等に関するテーマを対象に人と環境
の調和を目指した提案や調査研究を行なっています。

都市計画・都市デザイン／都市景観・地域景観／人・モノ・環境／Art ＆
Design

少子高齢化やグローバル化などによって社会環境の大きな変化を余儀なく
される今日、都市やまちの在り方も新たな局面を迎えつつあります。これから
の生活環境はいかにあるべきか、どうしたら魅力あるまちづくりが実現できる
のか。一緒に考えてみませんか。

稲見 成能／inami@maebashi-it.ac.jp

環境デザイン分野における研究は、人はどのように環境を感じまたそれが
どのような行動に影響を与えるのかというような人間のメカニズムの一端を
探ることを目的とした基礎的なものから、実際の都市空間の改善や将来的な
まちづくりの計画に関する応用的なものまで様々なテーマを扱います。
人と環境の関係性の謎を解く面白さや都市やまちといった大きい対象のデ
ザインを考えることができる醍醐味があります。

研究室名

主な研究内容と目指す将来像

研究キーワード

研究の魅力・面白さ

受験生へのメッセージ
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構造腐食研究室

現在の日本は人口減少社会にあり，構造物を大事に使うことが求め
られています。そのため，構造物を上手に管理するお仕事は，大切な仕
事の一つです。本研究室では，構造物を上手に管理する方法を研究し
ています。そして，将来的には，上手に管理する方法の確立を目指して，
日夜研究に励んでいます。

腐食／疲労／労働安全衛生／地域活性

本学に入学すれば，大学で学ぶ楽しさがわかっていただけると思いま
す。是非とも，受験勉強をがんばってください!

連絡先

yamanaka@maebashi-it.ac.jp

✔ 実用されている金属は腐食に悩まされています。腐食対策を考
えられるようになります。

✔ 小さいな力でも繰返されて作用すると，物が壊れます。それを実
感することができます。

✔ 世の中には，労働安全衛生の仕事がたくさんあることがわかりま
す。労働安全衛生を知ると，資格取得にも役立ちます。

研究室名

主な研究内容と目指す将来像

研究キーワード

研究の魅力・面白さ

受験生へのメッセージ
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